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ロータリーソング「それでこそロータリー」

　あるコラムから抜粋

　（株）ワイキューブ　「ズレを制する者」

　最近、スパイラルのことばかりを考えてしまう。スパ

イラル成長とかスパイラル衰退とか、それが人生の縮図

のように思えてならないからだ。

　そもそも、スパイラルとは何なのか。スパイラルとい

う言葉を辞書で調べてみると、「螺旋（らせん）形。渦巻線。」

などと書かれている。まあその語源はその通りなのであ

ろう。

　しかし、私の知りたい事は何一つ書かれていない。仕

方がないのでスパイラルというものを自ら定義したい。

スパイラルとは“ズレの連鎖”であると定義できる。同じ

ところをくるくると回っているように見えてほんの少

しづつ、ある一定の方向にずれていく現象、それがスバ

イラルである。

　最初の一周目は実感できないほどのズレにしかすぎ

ない。だか、何十周、何百週と回っていくうちに、取り返

しのつかない決定的な差が生まれてしまうのだ。最近、

格差格差といろんなところで叫ばれているが、この格差

も元をたどれば小さな誤差にしか過ぎなかったのでは

ないか。その誤差が、連鎖して積み重なっていくうちに

決定的な格差になってしまったのだ。

　考えてみれば一流といわれる人たちは、皆この誤差に

こだわる。

　イチローのようなプロスポーツ選手はほんの僅かな

体の動きを修正し続け、常人にはできないパフォーマン

スを発揮するし、達人と言われる職人さんなどは触れた

だけでゼロコンマ数ミリの違いがわかるという。

　天才とは誤差を感じ取ることができる人のことを言

うのかもしれない。

　我々は平凡である。凡人である。だから、大きな変化は

望まずに生きていこう、

　そう考えるのがそもそもの間違いなのだ。変化をせず

に生きていけるのが天才。

　変化したくなくても、ずれていってしまうのが凡人な

のだ。

　あなたの人生は、あなたの理想からずれていく。毎日

毎日、知らない間に、ほんの僅かづつ、そして、気がつい

たときには予想だにしなかった現実が目の前に現れて

いる。ズレを受け入れようではないか。ずれないことを

考えるのではなく、ずれる方向をコントロールするのだ。

　予想をはるかに超える薔薇色の人生か、もしくは灰色

の人生か。

　目指すのはそのどちらかしかない。
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■２月２９日例会場変更のお知らせ

　余寒なお厳しき折、ますます御健勝のこととお慶び申

し上げます。日頃は大変お世話になっております。

　早速ですが、下記の通り例会場を変更いたしますので

宜しくお願い致します。

 

　例会日　　２００８年２月２９日　金曜日

　例会場　　箱根の里 (駐車場)   

　　　　　　　　雨天の場合 (箱根の里玄関)

　例会時間　１２時３０分～



 委員会報告

■奉仕プロジェクトからのお願い。

　お時間の許す方は、作業服で来てください。(これは、強
制ではありませんので申し添えます。)
　２月１６日奉仕プロジェクト委員会のメーンバーおよ

び有志の方々が３月９日植林事業の現地視察を行いイベ

ントのシュミレーションを綿密に行いました。

　その結果、傾斜面に植林する場所が多く有り、機械によ

る植え込みが不可能であるとの結論に達し、２月２９日

準備日、３月１日予備日として３月９日に急遽備える計

画になりましたので宜しくご協力お願い致します。

■『食』の大切さと、危険な『食』

　以前から食の安全性は問われていましたが、ここ最近

数々の偽装事件が発覚し、海外から輸入する食品にも不

安を感じていた矢先に、今回の（毒入りギョーザ）が日本

中を震撼させました。
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あなたが見えなくて残念でした。

出 席 報 告

欠 席 者

会員誕生日

入会記念日

２月２３日  石井司人君
２月２７日   小林　勝君

２月１５日   山梨一正君
２月２１日    米山晴敏君

石井司人君：本日、何年かぶりの卓話です。小生が創っ
た“たくあん”をご賞味ください。
澤田稔君：日本中古車販売連合会の法人の会社「ＪＵＣ」
の株主総会で、社長に就任しました。東京本社で、業務
内容は全国１３０ヵ所にある中古車のネットオークショ
ン約３００万台の出品・落札手数料収入による会社です。

　開催日：平成２０年２月１５日

　場　所：三島グランドホテルレストラン

　過日（２月１５日）例会終了後、第１回２０周年準備委

員会を開催いたしました。その報告をします。

　出席者：準備委員１４名

　議　題：１．２０周年記念式典の趣旨について

 　　　　２．開催期日について

 　　　　３．開催場所について

■議題の協議報告

１．２０周年記念式典の趣旨について　　　　　　　　

　クラブ２０年の歩みにおいて、クラブ運営については

創立以来会員の親睦を大切にし、会員相互の理解を深め

友情を育んできました。このことが南クラブ20年の資質
として、ＲＣ活動の大きな原動力になり、奉仕の諸事業が

達成されてきたことと思います。特に、地域社会奉仕にお

いては、青少年育成を取り上げ、青少年との交流、セミナ

ー職場体験学習等々の数多くの青少年育成事業に取り組

んでまいりましたが、なかでも職場体験学習事業におい

ては地区ＲＣで初めて実施され、今日では地域社会にお

いて大きな評価を得られるようになりました。また、家族

会を中心に発足された「ミセスアモーレ」についても、今

ではクラブの顔として大いに活躍されています。また、国

際奉仕においてもタイ・バンコク・スリウォンロータリー

クラブとの交流を持つようになり、足掛け７年を迎えま

した。交流を深めるなかで、タイの中高生に中古自転車を

贈呈する共同事業も既に５回実施してまいりました。今

日では地区内ＲＣのなかでも、この事業に取り組むクラ

ブが出てくるなどの広がりを見せています。このように

我がクラブは、クラブ運営においても、また奉仕活動にお

いても、他クラブにない先駆けた取り組みのできる柔軟

な資質をこの２０年の中で育んできました。こうした素

晴らしい資質を我々は２０周年を契機に確認しあい、新

たなる年度に向かって広がりを育むための機会として、

２０周年記念をとらえようではありませんか。

～２０周年記念式典のコンセプト（テーマ）～

　（案）『２０年の生業を基に、新たな広がりを育もう』

　注記）上記の趣旨ならびにコンセプトについては、今後

　　　 次年度会長と協議の上決定します。

２．開催期日：平成２１年６月７日（日）予定

 　　（ガバナーの都合で変更もある）

３．開催場所：みしまプラザホテル　予定

 

２０周年（第１回）準備委員会の報告
　準備委員会　２０周年実行委員長 片野誠一

卓　話

石井司人君

第３回ゴルフ同好会コンペ           ゴルフ同好会

　３月１６日（日）８：３０集合

　会場： 函南スプリングス
　会費：５０００円



２月２９日 （金）

次回卓話

「固食」
　自分の好きな、決まっ
　たものしか食べない

「小食」
　いつも食欲がなくて、
　食べる量が少なくバラ 
　ンスが悪いこと

「粉食」
　パン中心の、粉を使っ
　た主食を食べること

「濃食」
　調理済み加工食品やマ
　ヨネーズ、ケチャップ等、
　味の濃い食物

・栄養の偏り、肥満、キレやすい
・生活習慣病
・我儘で　キレやすい

・発育に必要な栄養が足りない
・無気力、栄養の偏り
・激やせ、栄養不良

・噛む力が弱い
・エネルギー高い

・本来の味が分からなくなる
・味覚障害
・肥満、生活習慣病

　それぞれの『食』の意味を、ご理解いただけたでしょうか。

自分はどれにも当てはまらないといえるメンバーが多い

と思いますが参考までにお伝えします。

　３９％の自給率が引き起こした弊害だと感じるのは

私だけではないと思いますが、皆様はどのような意識を

もって生活されているでしょうか？私が２０年前から

講話でも言い続けてきましたが、とうとう現実になりま

した。

　日本人が今回の事件で初めて食に対する危機感を持

ったとも言っても良いのではないでしょうか。

 今日は『食』についての大切さを中心に話をします。
 『食』という字を分解しますと（人）と（良）、人を良くす
ると書かれています。

　それだけ『食』は、体と心にとって大切な要素であり、

また生きていく中で『食』が一番の楽しみであるともい

えます。

　しかし、間違った『食』を知らず知らずのうちに生活化

の中に取り込んでいるのも、今日の日本人です。

　今回は、いくつかの『食』の字に関する文字を用意しま

した。

「孤食」
 家族が不在の食卓で一
　人で寂しく食べること

「個食」
　家族それぞれが自分の
　好きなものを食べる

・好き嫌いを増やす
・発育に必要な栄養が足りない
・社会性、協調性がなく引きこも     
　りやすくなる

・好き嫌いを増やす
・栄養の偏り
・協調性がなくなり我儘に
・他人の意見を聞かない

例会場変更：三島市箱根少年自然の家
　　　　　 時間変更はありません。
　         １２時３０分です。

(どうなる？）

入会記念日　米山晴敏君

入会記念日　山梨一正君 誕生日　小林　勝君 ２０周年実行委員長 片野誠一君 卓話の石井司人君


